
「藤園中学校及び城東小学校」、
「江南中学校、向山小学校及び向山幼稚園」の
学校等整備事業

令和６年（２０２４年） ６月３日（月）

                          熊本市教育委員会事務局

教育総務部  教育改革推進課



施設整備に関する検討事項

○藤園中・城東小の一体整備及び公共施設との複合化
○江南中・向山小・向山幼稚園の一体整備及び義務教育学校化
○民間事業者による、計画地内の余剰地及び余剰スペース活用の提案（居
住系、スポーツ系、教育系等）
〇学校の維持管理、運営について実施可能な業務範囲や、地域の拠点とし
ての学校施設の有効な活用提案

こどもたちの良好な教育環境を確保

地域の拠点としての魅力的な学校づくり
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藤園中学校及び城東小学校について
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事業対象敷地における法的条件等の整理
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項目 藤園中学校・城東小学校 

用途地域 第二種住居地域 

建蔽率/容積率 60％/200％ 

高度地区 
熊本城特別地区 
海抜50mを超えないこと 

防火・準防火 準防火地域 

日影規制 
測定面4.0ｍ 
規制時間5ｈ、3ｈ 

道路斜線 勾配1.25 

隣地斜線 立上り20ｍ+勾配1.25 

都市計画 熊本都市計画区域 

区域区分 市街化区域 

立地適正化計画 
都市機能誘導区域・ 
居住誘導区域 

景観形成ゾーン 都市型居住景観形成ゾーン（中心部） 

ハザードマップ 洪水3ｍ～5ｍ未満 

土地利用構想図 
（熊本都市計画区域マスタープラン） 

中心商業業務地 

 



藤園中学校及び城東小学校の概要

住所

藤園中：
熊本市中央区千葉城町5番地2号
城東小：
熊本市中央区千葉城町5番地1号

校地
面積

藤園中：１８,４８３㎡
城東小：１５,１９５㎡

児童
生徒数

藤園中：２９０人（R6.5.1時点）

城東小：２３３人（R6.5.1時点）

建築年
藤園中：昭和３０年建設 ほか

※体育館は平成２８年改築

城東小：昭和３４年建設 ほか
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藤園中学校及び城東小学校の周辺状況
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・藤園中学校と城東小学校、あおば支援学校が同じ敷地内に
あり、日常的にこどもたち同士が触れ合うことができる環境

・渡り廊下で中学校・小学校・特別支援学校がつながる構造
は、全国的にも珍しい造り

・校舎から西を望めば熊本城、東には坪井川が流れ、熊本市
の中心となる商業施設も近くにある素晴らしい立地条件

学校の特徴
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藤園中学校・城東小学校の教育の基本的な考え方と施設整備方針
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・社会状況の変化に対応する教育環境の整備
・小学校、中学校、特別支援学校が同一敷地内にある利点を
生かした教育環境の整備

新しい学びの創造

・地域の拠点となる機能的な施設整備
・避難所機能を有した施設整備
・余剰地及び余剰スペースの活用

学校・地域の「共創空間」の創造
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城東小学校区内外から通学する児童・生徒数（R５.5.1）
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五福小

107

城東小

79

慶徳小

58

碩台小

20

壺川小

16

その他

26

城東小校区

112 
城東小校区外

123 

校区外から城東小学校に通学する児童数（※特別支援除く） 藤園中学校に通学する生徒の出身小学校別人数（※特別支援含む）

（単位：人）

《緩衝区》
壺川小校区：6人
碩台小校区：9人
池田小校区：76人
《申立による許可》
校区外通学者：32人



江南中学校・向山小学校・向山幼稚園について
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事業対象敷地における法的条件等の整理
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項目 江南中学校 向山小学校・向山幼稚園 

用途地域 第二種住居地域 第二種住居地域 

建蔽率/容積率 60％/200％ 60％/200％ 

高度地区 ― ― 

防火・準防火 準防火地域 準防火地域 

日影規制 
測定面4.0ｍ 
規制時間5ｈ、3ｈ 

測定面4.0ｍ 
規制時間5ｈ、3ｈ 

道路斜線 勾配1.25 勾配1.25 

隣地斜線 立上り20ｍ+勾配1.25 立上り20ｍ+勾配1.25 

都市計画 熊本都市計画区域 熊本都市計画区域 

区域区分 市街化区域 市街化区域 

立地適正化計画 
都市機能誘導区域・ 
居住誘導区域 

居住誘導区域 

景観形成ゾーン 都市型居住景観形成ゾーン（中心部） 都市型居住景観形成ゾーン（中心部） 

ハザードマップ 洪水0.5ｍ～3ｍ未満 洪水0.5ｍ～3ｍ未満 

土地利用構想図 
（熊本都市計画区域マスタープラン） 

都心部周辺住宅地 都心部周辺住宅地 

 



江南中学校・向山小学校・向山幼稚園の概要

住所

江南中：
熊本市中央区本山町７５番地
向山小：
熊本市中央区本山４丁目５番１１号
向山幼：
熊本市中央区本山４丁目５番２号

校地
面積

江南中：２３,２４０㎡
向山小：１６,６５２㎡
向山幼： ２,６０３㎡

児童
生徒数

江南中：２４４人（R6.5.1時点）
向山小：５０９人（R6.5.1時点）
向山幼： ３４人（R6.5.1時点）

建築年
江南中（管理教室棟）  ：昭和３１年建設 ほか
向山小（教室棟）   ：昭和34年建設 ほか
向山幼（保育棟）   ：昭和４１年建設 ほか

【江南中学校】
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江南中学校・向山小学校・向山幼稚園の概要
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江南中学校・向山小学校・向山幼稚園の周辺状況江南中学校・向山小学校・向山幼稚園の周辺状況
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学校・園の特徴

16

・令和2年度（2020年度）から向山幼稚園、向山小学校、江
南中学校で「小中一貫校」としてつながりのある教育を推進

・1小1中の向山校区の特性を生かし、9年間を通じた系統的
な教育を行うためのグランドデザインを策定

・向山幼稚園では、「熊本市立幼稚園まなび創造プログラム
（令和4～8年度）」に基づき、幼小の滑らかな接続を見通し
た教育課程を編成・実施

※グランドデザインはこちらからご覧いただけます⇒



施設一体型義務教育学校とは、小学１年生から中学３年生まで、同じ
校舎で学ぶ学校であり、次のような特色があります

施設一体型義務教育学校の特色

17

教育課程編成の自由度が高いため、先進的で特色あるカリキュラムを編成し、探究
型の学びを充実させることができ、学習意欲の向上及び学力向上につなげることが
できます

児童生徒が１つの学校で一緒に教育を受けることで、「異学年交流」が日常的に行
われ、それにより児童生徒の自己肯定感や自己有用感が高まり、将来の目標や夢の
実現に向かって自信をもって取り組んでいくことができます

小中学校が一体化した教職員組織であるため、児童生徒に関する情報を常日頃か
ら共有することにより、組織的な指導体制・協力体制による児童生徒指導の充実と、
９年間の切れ目のない学びの提供ができます

特色①

特色②

特色③



江南中学校・向山小学校・向山幼稚園についての検討事項
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・小中一貫教育に適した教育環境の整備
・幼小連携の推進・幼小中一体整備
・社会状況の変化に対応する教育環境の整備
・特色あるカリキュラム、教育課程の編成 

新しい学びの創造

・地域の歴史・特色をいかした施設整備
・地域の拠点となる機能的な施設整備
・避難所機能を有した施設整備
・余剰地及び余剰スペースの活用

学校・地域の「共創空間」の創造



291 292

262
250

237
220

201
187

220

251 242
222

196
211

233

494
472

494

528

484 483
500

481
463 457

485

516
529

551 543

80 73 67 64 55 45
34 40

29 34

0

100

200

300

400

500

600

H２６ H２７ H２８ H２９ H３０ R１ R２ R３ R４ R５ R６ R７ R８ R９ R１０

江南中学校 向山小学校 向山幼稚園
（人）

将来推計(R5.5.1時点)

児童生徒数の推移・将来推計

19



○小中一体整備に伴い、施設を供用化することで延床面積の
効率化を図り、多目的活動室や交流スペースなど、多様な学
習形態に対応できるスペースを生み出す

○藤園中・城東小については、教育センターと複合化し、教
育の質の向上を検討

○校舎等の規模については、既存面積を目安に、基本計画の
策定にあわせて検討

施設規模
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○藤園中・城東小、江南中・向山小・向山幼稚園の整備にお
いては、どちらも概算事業費が１０億円を超える見込みであ
り、公民連携手法の優先的検討を行うための民間活力導入可
能性調査を実施予定

○令和６年度（２０２４年度）に、民間事業者へサウンディ
ングを実施するとともに、VFMを算出し、事業手法について
比較検討を行う

事業手法
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○敷地全体の効果的な整備を行うため、余剰地・余剰スペー
スの活用方法について検討する必要がある

○民間事業者を対象に、令和5年(2023年)11月に実施したア
ンケート調査において、両校区ともに約半数の事業者が「市
場性が高い」との回答が得られた

○具体的な活用案や課題等について、民間事業者との対話を
通じて基本計画に反映

余剰地活用

22



○今回整備する学校施設の事業方式については、従来方式のほか、設計
施工一体型デザインビルド方式（DB方式）、維持管理、運営業務を事業
に含むPFI方式を比較検討する。

〇運営業務については、効率的・効果的な学校運営のほか、教職員の働
き方改革や、放課後を含めた児童生徒の多様な体験機会の創出など地域
の拠点となる学校を目指し、民間事業者で実施可能な業務範囲の提案や、
学校施設の活用を含めた幅広いアイデアをいただきたい。

維持管理・運営業務

23



維持管理・運営業務（案）

24

（運営業務のイメージ例）
①用務員関係業務
（門扉の施錠・開錠、電話・来客取次、備品等の修繕、樹木剪定等）
②児童育成クラブの運営
③司書・総合図書館運営業務
（児童・生徒への図書の貸出、返却、購入図書の選定等）
④子どもの放課後・休日の活動の場の提供
（スポーツ機会の提供、学習・体験活動の機会の提供等）
⑤学校施設（プール・教室・体育施設）の一般・地域開放（予約の受付、
管理調整等）

⑥水泳指導
⑦児童・生徒や地域住民が参加できる学校施設の有効な活用提案
（学校施設を活用した講座やイベントの企画等）



・令和６年度                 民間活力導入可能性調査
・令和6年１２月     基本計画策定
・令和７年度以降    実施方針、要求水準書等の作成
・令和１１年度以降（最短）新校舎供用開始

スケジュール
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事業手法
（例）

令和6年度
（2024年度）

令和７年度
（202５年度）

令和８年度
（202６年度）

令和９年度
（202７年度）

令和１０年度
（202８年度）

令和１１年度
（202９年度）

従来方式

PPP/PFI方式

基本計画・
可能性調査

基本計画・
可能性調査

基本・実施設計

事業者募集等

解体設計

基本・実施設計

発注
準備 新校舎等建設工事

解体工事
校庭整備

新校舎等建設工事 解体工事
校庭整備

最短令和11年度以降供用開始



熊本市からの対話項目（意見交換）

対話項目・問い合わせ先

▼問い合わせ先
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熊本市教育委員会事務局 教育総務部 教育改革推進課
☎ ０９６－３２８－２７０８

kyouikukaikaku@city.kumamoto.lg.jp

〇小・中学校の一体整備、学校と教育センターや、学校と幼稚園等との複合化につ
いての効率的な運営のアイデアや懸念事項について

〇民間事業者による余剰地活用の魅力的な提案のための発注条件について

〇学校の維持管理、運営について実施可能な業務範囲や、地域の拠点として学校施
設の有効な活用案について

〇望ましい事業期間や事業方式、より多くの参画が期待できるような募集条件、
施設整備費等の削減や工期短縮の可能性について
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